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※参考：文部科学省ＨＰ「外国人児童生徒等教育に関する研修用動画について」より 

「講義資料：日本語指導の方法２」 

https://www.mext.go.jp/content/20210412-mxt_kyokoku-000014129_04.pdf 

 

「教科志向型」JSLカリキュラムでは，「教科の目標」と「日本語の目標」を設定します。目標を

設定するためには，在籍学級の授業を分析し，その単元で付けたい教科の力や，授業参加に必要

な力を把握しておくことが大切です。「教科の目標」も「日本語の目標」も子供の実態に合わせ

て決定しましょう。 

 

 

■目標 

【教科の目標】 昆虫の体を比較しながら調べ，昆虫の特徴を理解する。 

【日本語の目標】「こん虫・からだ・はら・むね」を使って，「こん虫さがそうゲーム」の結果や

昆虫の特徴を，発表することができる。 

■活動展開 

１ ①いろいろな虫の体を調べ，特徴別に分類する。 

２ 
②昆虫の特徴を確認する。 

③「こん虫さがそうゲーム」をしながらやりとりをする。 

３ ④昆虫の特徴をまとめ，発表する。 

■支援の工夫 

○絵カードや語彙カード等を用いながら，いろいろな虫の体を調べて比較し，昆虫の特徴 

をとらえさせる。（例）絵カードを「こん虫」か「こん虫」ではないかに分類していく。 

○「こん虫をさがそうゲーム」では，昆虫 

の体の構造に着目させるように，問いか 

ける。また，目標とする表現を繰り返し 

聞かせ，言わせて運用できるようにする。 

○発表のモデルを準備し，そのパターン 

を用いて，自分の考えを理由と判断で 

構成して発表できるようにする。 

目標の設定について 

「教科志向型」JSＬカリキュラムについて 

外国人児童生徒等教育・日本語指導サポート資料 No.９ 

前号では，「日本語と教科の統合学習」の考え方に基づいて開発された
「JSLカリキュラム」の二つのタイプのうち，「トピック型」JSLカリ
キュラムについて紹介されていましたね。 
もう一つの「教科志向型」についても詳しく知りたいのですが・・。 

それでは今回は，「教科志向型」JSLカリキュラムについて確認しましょう。 

「教科志向型」JSLカリキュラムは，各教科の学習活動に日本語で参加する力の育成を

目指すもので，「各教科特有の学び方を，具体物や直接体験で習得していく」，「学習過

程において学習支援と日本語支援を行う」という特徴があります。 

■実践例（理科）小学校第３学年 単元名「こん虫をしらべよう」 

＜発表のモデル＞ 
Ａ（ ）は，こん虫ですか。 
はい，（ ）は，こん虫です。 
いいえ，（ ）は，こん虫ではありません。 

Ｂ（ ）は，足が（ ）本です。だから， 
こん虫です。 
（ ）は，あたま，むね，はらからできて
います。だから，（        ）。 

 

https://www.mext.go.jp/content/20210412-mxt_kyokoku-000014129_04.pdf

